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第２７回ＡＲＦ閣僚会合 

議長声明（概要） 

令和２年９月１２日 

 

【地域及び国際情勢に係る議論の主要論点】 

 

（新型コロナ） 

●多国間フォーラムやイニシアティブを通じたものを含め、ＡＲＦ参加国を含

む全ての国が安全で品質が高く、効果的で手頃な価格のワクチンへのタイムリ

ーで普遍的かつ公平なアクセスを促進するために取り組む必要性を改めて表

明。ＣＯＶＩＤ－１９に関する世界保健総会決議（ＷＨＡ７３．１）の採択及

びパンデミックに対する準備と対応のための独立パネルの最近の形成を歓迎。 

食料安全保障を維持し、世界及び地域のサプライチェーンの混乱を防ぎ、主要

な感染症の発生において持続可能な経済活動を行うため、市場を開放し、サプ

ライチェーンの接続性を維持することの重要性を再確認。（パラグラフ８） 

 

（北朝鮮） 

●朝鮮半島における完全な非核化及び恒久的な平和の構築を実現するため、全

ての当事者による持続的かつ平和的な対話の重要性を強調。朝鮮半島の平和プ

ロセスを前進するための、過去２年間にわたる全ての当事者による取組と成果

を認識し、全ての当事者に対し、平和的な対話を再開するとともに、韓国と北

朝鮮の間の板門店宣言文及び平壌共同宣言並びに米国と北朝鮮の首脳による共

同声明の完全かつ迅速な実施を通じたものを含め、建設的に取り組み続けるこ

とを求めた。北朝鮮に対し、北朝鮮が表明した完全な非核化へのコミットメン

ト並びに更なる核及びミサイル実験を自制するとの約束を履行することを求め

た。朝鮮半島における平和と安定を維持することの重要性を強調し、南北関係

を前進させるための韓国の提案に留意。全ての関連する国連安保理決議の完全

な履行へのコミットメントを改めて表明し、地域の平和と安定に資する朝鮮半

島の完全な非核化を実現するための国際的な取組に留意。当事者による平和的

な対話に資する雰囲気を促進する上で、ＡＲＦといったＡＳＥＡＮが主導する

プラットフォームの活用を通じたものを含め、建設的な役割を果たす用意があ

ることを強調。複数の閣僚が、拉致問題の早期解決を含む国際社会の人道上の

懸念に対処することの重要性を強調。（パラグラフ９） 

 

 

（南シナ海） 

●南シナ海における平和、安全保障、安定、安全並びに航行及び上空飛行の自

由の維持・促進の重要性を再確認するとともに、南シナ海を平和、安定及び繁

栄の海とすることの利益を確認。南シナ海における行動宣言（ＤＯＣ）を全体

として完全かつ効果的に履行することの重要性を強調。ＡＳＥＡＮと中国の間

の協力関係が継続的に改善されていることを歓迎し、相互に合意されたタイム

ラインの中で、国連海洋法条約（ＵＮＣＬＯＳ）を含む国際法と整合的で効果
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的かつ実質的な南シナ海における行動規範（ＣＯＣ）の早期妥結に向けた実質

的な交渉の進展を心強く感じた。パンデミック状況の進展にもかかわらず、Ｃ

ＯＣ交渉テキストシングルドラフトの二読目を継続するために行われた努力を

評価。ＣＯＣ交渉に資する環境を維持及び促進する必要性を強調し、緊張を緩

和し、事故、誤解、誤算のリスクを軽減させ得る実践的な措置を歓迎。信頼醸

成と予防措置、特に、当事者間の信用及び信頼を強化するもの、の実施の重要

性を強調。ＵＮＣＬＯＳを含む国際法を遵守することの重要性を再確認。（パ

ラグラフ１０） 

●南シナ海の状況について議論の上、信用と信頼を損ない、緊張を高め、ま

た、この地域における平和、安全及び安定を損ない得る、埋め立て、活動及び

地域における深刻な事案について懸念を一部の閣僚が表明。相互の信用と信頼

を高め、紛争を複雑化又は悪化させ平和と安定に影響し得る活動に当たって自

制し、状況を更に複雑化させる可能性のある行動を回避する必要性を再確認。

ＵＮＣＬＯＳを含む国際法の普遍的に認められた原則に従って、紛争の平和的

解決を追求する必要性を再確認。ＤＯＣで言及された事項を含め、非軍事化と

南シナ海における状況を更に複雑化し、緊張を高め得るクレイマント国やその

他全ての国による全ての活動における自制の重要性を強調。（パラグラフ１

１） 

 

（メコン） 

●メコン地域を含む、地域の平和と安定に対するサブリージョナル協力の枠組

みの重要な役割と貢献を確認。（パラグラフ１２） 

 

（テロ） 

●テロ・国境を越えた犯罪対策に関するＡＲＦ作業計画の実施に関するＡＲＦ

参加国の取組を歓迎。急進派・暴力的過激主義防止及び対策に関するＡＳＥＡ

Ｎ行動計画の採択に留意。（パラグラフ１３） 

 

（ＩＣＴセキュリティ） 

●ＡＳＥＡＮサイバーセキュリティ調整委員会の立ち上げに向けたＡＳＥＡＮ

デジタル大臣会合のイニシアティブに留意するとともに、同委員会立ち上げ会

合におけるＴＯＲの採択を期待。（パラグラフ１４） 

 

（海洋協力） 

●特にプラスチック汚染等の海洋汚染の増大による海洋エコシステム及び生物

多様性の悪化に対する懸念を含む海洋分野の課題について意見交換し、ＡＲＦ

参加国に対して、海洋の安全に関する対話と協力を強化することを奨励。（パ

ラグラフ１５） 

 

（防災） 

●防災管理に関する協力の一層の強化の必要性に留意。人道支援及び災害救助

に関する能力強化の重要性を強調。（パラグラフ１６） 



3 

 

 

（軍縮・不拡散・原子力の平和的利用） 

●核不拡散及び軍縮に関する国際的及び地域的協力を強化し、大規模破壊兵器

の廃絶・不拡散を確保すること、及び核技術の平和的な使用を促進することの

重要性を繰り返し表明。（パラグラフ１７） 

 

（ラカイン州情勢） 

●ラカイン州の全てのコミュニティの安全と安全保障を可能な限り効果的に促

進し、避難民の自発的帰還を安全、確実かつ尊厳のある方法で促進するという

ミャンマーのコミットメントへの継続的な支持を表明。（パラグラフ１８） 

 

（ＡＯＩＰ） 

●ＡＳＥＡＮの中心性の強化、開放性、透明性、包括性、ルールに基づく枠組

み、優れたガバナンス、主権の尊重、平等、相互の尊重、相互信頼、相互利益

及び国連憲章やＵＮＣＬＯＳなどの国際法の尊重といった原則を含む、インド

太平洋に関するＡＳＥＡＮアウトルック（ＡＯＩＰ）に留意。（パラグラフ１

９） 

 

●以下の声明を採択。（パラグラフ２８） 

（１）感染症発生の予防・対応の協力強化に関する声明。 

（２）テロリスト及び暴力的過激派グループに雇用された又は関連する児童の

扱いに関する声明。 

（３）国際安全保障におけるＩＣＴの安全及び使用の協力に関する声明。 


